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近
世
演
劇
に
お
け
る
狐 

―
― 

元
禄
期
を
中
心
に 

―
―

森 

谷 

裕
美
子 

要 

旨
狐
は
歌
舞
伎
と
浄
瑠
璃
に
よ
く
登
場
す
る
動
物
で
あ
る
。
近
世
演
劇
に
お
い
て
、
狐
は
ど
の
よ
う
に
登
場
し
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

拙
稿
で
は
元
禄
期
（
宝
永
期
を
含
む
）
を
中
心
と
し
て
、
狐
の
関
わ
る
作
品
を
概
観
し
そ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
狐
の
登
場
す
る
作
品
は
、
元

禄
期
を
通
じ
て
頻
繁
に
舞
台
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。
作
品
を
概
観
す
る
と
狂
言
の
「
釣
狐
」
系
統
の
作
品
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
「
釣
狐
」
は
、

観
客
に
と
っ
て
も
馴
染
み
深
く
、
話
の
筋
に
も
あ
ま
り
影
響
を
も
た
ら
さ
ず
に
一
場
面
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
し
や
す
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
役
者
評
判
記
の
評
文
を
見
る
と
、
狐
は
滑
稽
な
場
面
に
よ
く
登
場
し
て
い
る
。
所
作
、
軽
業
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
古
来
の
狐
で
は
な
い
「
殺
生
石
」
以
外
に
お
い
て
は
、
悪
い
狐
は
少
な
い
。
歌
舞
伎
役
者
、
大
和
屋
甚
兵
衛
は
、
狐
の
演

者
と
し
て
評
価
が
高
く
、
甚
兵
衛
に
よ
り
、
狐
の
演
技
の
基
盤
が
作
ら
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
浄
瑠
璃
作
品
に
お
い
て
は
、
善
狐
が
多
い
も
の
の
、
滑
稽
な
場
面
が
少
な
い
。「
丹
州
千
年
狐
」、「
天
鼓
」
に
お
い
て
は
、
狐
の
親
子
の

情
愛
が
描
か
れ
、
そ
れ
は
人
間
の
感
情
と
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

神
の
使
い
で
も
あ
り
動
物
で
も
あ
る
狐
は
、
聖
俗
の
両
面
が
あ
り
、
観
客
は
い
ろ
い
ろ
な
狐
の
姿
を
楽
し
ん
だ
。
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近
世
演
劇
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
狐
は
最
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
動
物
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般

的
に
狐
は
人
を
化
か
す
、
人
間
に
対
し
て
何
か
悪
い
こ
と
を
す
る
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
作
品
に
お

い
て
、
狐
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
拙
稿
で
は
、
元
禄
期
（
宝
永
期
も
含
む
）
を
中
心
と
し
て
狐
の
登
場
す
る
作
品

に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
元
禄
（
１
６
８
８
―
１
７
０
３
）
か
ら
宝
永
（
１
７
０
４
―
１
７
０
８
）
期
に
か
け
て
、
狐
の
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
作
品
を

あ
げ
て
み
る
。 

 

一
、
狐
の
登
場
す
る
作
品 

 

元
禄
初
年
頃

 
 
 

（
1
） 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

京
都 
宇
治
座 

 
 
 
 
 
 
 

「
東
山
殿
追
善
能
」
浄
瑠
璃 

元
禄
初
期
カ

 
 
 

（
2
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

江
戸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
金
山
左
衛
門
岩
屋
城
」
浄
瑠
璃 

元
禄
二
年 

 

十
一
月 
 
 

 
 
 

京
都 

万
太
夫
座 

 
 

「
大
福
丸
」
歌
舞
伎 

 

元
禄
三
年 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

江
戸 

 
 
 
 

 
 

 

「
金
平
稲
荷
参
り
」
浄
瑠
璃

（
3
） 

元
禄
五
年
頃 

一
月 

 
 
 

 
 
 

大
坂 

音
羽
次
郎
三
郎
座
「
か
す
が
山
の
に
せ
鹿
」

 

（
4
）

歌
舞
伎 

元
禄
五
年 

 

十
二
月 

 
 

 
 
 

江
戸 

中
村
座 

 
 

 

「
方
便
信
田
妻
」
歌
舞
伎 

元
禄
六
年 

 

一
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

森
田
座 

 
 

 

「
不
破
伴
左
衛
門
嶋
原
狐
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

五
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

中
村
座 

 
 

 

「
新
撰
殺
生
石
」
歌
舞
伎 

元
禄
十
一
年 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

大
坂 

岩
井
座 

 
 

 

「（
外
題
不
詳
）」
歌
舞
伎

（
5
） 
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元
禄
十
二
年 

秋 
 
 

 
 

 
 
 

京
都 

早
雲
座 

 
 

 

「
し
の
だ
づ
ま
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

大
坂 

嵐
座 

 
 
 

 

「
し
の
だ
づ
ま
後
日
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

八
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

山
村
座 

 
 

 

「
名
古
屋
山
三
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

冬 
 
 

 
 

 
 
 

京
都 

山
下
座 

 
 

 

「
稲
荷
塚
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

十
一
月 

 
 

 
 
 

江
戸 

山
村
座 

 
 

 

「
関
東
小
六
古
郷
錦
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

京
都 

 

宇
治
座 

 
 

 

「
丹
州
千
年
狐
」
浄
瑠
璃 

元
禄
十
三
年 

一
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

中
村
座 
 
 

 

「
万
年
暦
い
な
り
山
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

三
の
替
以
後
秋
以
前 

京
都 

亀
屋
座 

 
 

 

「
本
朝
廿
四
孝
」
歌
舞
伎 

 

 
 
 
 

 
 

十
一
月
次
狂
言 

 
 

江
戸 

森
田
座 

 
 

 

「
今
様
女
狐
会
」
歌
舞
伎 

 
 

元
禄
十
四
年 

春 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
坂 

岩
井
半
四
郎
座 

 

「
（
題
名
不
詳
）
」
歌
舞
伎

（
6
） 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

大
坂 
竹
本
座 

 
 

 

「
天
鼓
」
浄
瑠
璃
（
「
丹
州
千
年
狐
」
の
改
作
） 

 
 
 
 

 
 

十
月 

 
 
 

 
 
 

京
都 

早
雲
座 

 
 

 

「
今
様
能
狂
言
」
歌
舞
伎 

 
 

元
禄
十
五
年 

閏
八
月 
 
 

 
 
 

江
戸 

山
村
座 

 
 
 
 
 
 

「
信
田
会
稽
山
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

十
月
カ

 
 
 

（
7
） 

 
 
 

 
 

大
坂 

竹
本
座 

 
 
 

「
傾
城
八
花
形
」
浄
瑠
璃 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

大
坂 

出
羽
座 

 
 

 
「
傾
城
勝
尾
寺
開
帳
」
浄
瑠
璃 

 

元
禄
十
六
年 

一
月 

 
 
 

 
 
 
 

京
都 

万
太
夫
座 

 
 

「
大
和
国
藤
川
村
年
徳
神
」
歌
舞
伎 

 

 
 
 
 

 
 

一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京
都 

早
雲
座 

 
 
 
 
 
 
 

「
都
の
恵
方
」
歌
舞
伎 

 
 

 
 
 
 

 
 

一
月 

 
 
 

 
 
 

大
坂 

岩
井
半
四
郎
座 

「
仁
徳
天
皇
三
韓
退
治
」
歌
舞
伎 
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元
禄
年
間 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

京
都 

角
太
夫
座 

 
 

「
融
通
大
念
仏
」
浄
瑠
璃 

元
禄
末
か
ら
宝
永
初

 
 
 

（
8
） 

 
 
 
 

 
 

京
都 

宇
治
座 

 
 
 

「
愛
染
明
王
影
向
松
」
浄
瑠
璃 

宝
永
初
年

 
 
 

（
9
） 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

京
都 

宇
治
座 

 
 
 

「
石
山
寺
開
帳
」
浄
瑠
璃 

 

宝
永
元
年 

 
二
の
替 

 
 

 
 
 

京
都 

亀
屋
座 

 
 

 

「
狐
川
今
殺
生
石
」
歌
舞
伎 

宝
永
二
年 

 
一
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

森
田
座 

 
 

 

「
白
髪
金
時
出
世
後
妻
」
歌
舞
伎 

 
 

 
 
 
 

 
 

一
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

山
村
座 
 
 

 

「
源
氏
繁
昌
し
の
だ
妻
」
歌
舞
伎 

 

 
 
 
 

 
 

一
月 

 
 
 

 
 
 

大
坂 

岩
井
半
四
郎
座 

「
か
ら
ゑ
び
す
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

夏 
 
 

 
 

 
 
 

京
都 

布
袋
屋
座 

 
 

「
源
氏
供
養
」
歌
舞
伎 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

京
都 

万
太
夫
座 

 
 

「
傾
城
金
龍
橋
」
歌
舞
伎 

宝
永
三
年 

 

二
月 

 
 
 

 
 
 

京
都 
早
雲
座 

 
 

 

「
け
い
せ
い
元
女
塚
」
歌
舞
伎 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
の
替 

 
 

 
 
 

大
坂 
嵐
三
右
衛
門
座 

「
け
い
せ
い
し
の
だ
妻
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

十
一
月 
 
 

 
 
 

大
坂 

岩
井
半
四
郎
座 

「
新
板
本
間
狂
言
」
歌
舞
伎 

 

宝
永
四
年 

 

三
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

中
村
座 

 
 

 

「
女
帝
愛
護
若
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 

 
 

春 

二
の
替 

 
 
 

京
都 

亀
屋
座 

 
 

 
「
け
い
せ
い
石
山
寺
」
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

十
一
月 

大
坂 

岩
井
半
四
郎
座 

「
（
外
題
不
詳
）
」
歌
舞
伎

（
10
） 

 

宝
永
六
年 

 
 

十
月
カ 

京
都 

万
太
夫
座 

 
 

「
乱
菊
し
の
だ
妻
」
歌
舞
伎 

 
 

 
 
 
 

 
 

十
一
月 

 
 

 
 
 

京
都 

亀
屋
座 

 
 

 

「
竹
冠
万
石
餅
」
歌
舞
伎
座 

 
 
 
 

 
 

十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
戸 

山
村
座 

 
 
 

「
泰
平
御
国
歌
舞
妓
」
歌
舞
伎

（
11
） 
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十
一
月 

 
 

 
 
 

大
坂 

岩
井
半
四
郎
座 

「
稲
荷
長
者
九
小
蔵
」
歌
舞
伎 

 

宝
永
七
年 

 

十
月 

 
 
 

 
 
 

江
戸 

森
田
座 

 
 

 

「（
外
題
不
詳
）」
歌
舞
伎

（
12
） 

  

恐
ら
く
遺
漏
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
応
、
右
の
表
に
従
っ
て
大
ま
か
な
傾
向
を
見
て
み
た
い
。 

 

か
つ
て
祐
田
善
雄
氏
は
「
元
禄
十
二
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
狐
の
狂
言
が
流
行
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

 

（
13
）

た
し
か
に
元
禄
十
二
年
秋

以
降
元
禄
十
三
年
前
半
に
か
け
て
、
上
演
さ
れ
た
も
の
は
多
少
多
い
。
し
か
し
秋
本
鈴
史
氏
は
「
丹
州
千
年
狐
」
と
狐
の
登
場
す
る
作
品

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
、

 

（
14
）

「
狐
の
狂
言
が
流
行
し
た
の
を
祐
田
先
生
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
元
禄
十
二
年
に
限
定
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
に

思
え
て
く
る
。
狐
の
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
人
気
は
、
少
な
く
と
も
元
禄
期
全
体
に
広
が
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
狐
が
登
場
す

る
作
品
は
、
一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
狐
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
か
る
範
囲
で
は
あ
る
が
、
内
容
の
た
ど
れ
る
作
品
、
ま
た
は
役
者
評

判
記
の
評
文
や
挿
絵
等
で
部
分
的
に
推
測
で
き
る
作
品
を
、
い
く
つ
か
の
系
統
に
分
け
て
み
る
。
狐
の
出
て
く
る
作
品
の
主
な
も
の
と
し

て
、
以
下
、
狂
言
「
釣
狐
」
を
利
用
し
た
も
の
、
謡
曲
「
殺
生
石
」
を
も
と
と
す
る
も
の
、
説
経
浄
瑠
璃
「
し
の
だ
づ
ま
」
を
も
と
と
す

る
も
の
を
あ
げ
る
。
た
だ
、「
釣
狐
」
等
、
話
の
筋
の
一
部
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
た
た
め
、
重
複
し
て
い
る
作
品
が
あ
る
。

な
お
歌
舞
伎
作
品
に
は
（
歌
）
、
浄
瑠
璃
作
品
に
は
（
浄
）
を
付
し
た
。 

  

「
釣
狐
」 

 
 
 
 

「
大
福
丸
」
（
歌
）
、
「
か
す
が
山
の
に
せ
鹿
」
（
歌
）
、
「
し
の
だ
づ
ま
」
（
歌
）
、
「
新
撰
殺
生
石
」
（
歌
）
、
「
名
古

屋
山
三
」
（
歌
）
、
「
稲
荷
塚
」
（
歌
）
、
「
関
東
小
六
古
郷
錦
」
（
歌
）
、
「
丹
州
千
年
狐
」
（
浄
）
、
「
万
年
暦
い
な

り
山
」（
歌
）
、「
今
様
女
狐
会
」（
歌
）
、「
天
鼓
」（
浄
）
、「
今
様
能
狂
言
」（
歌
）
、「
信
田
会
稽
山
」（
歌
）
、「
傾
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城
八
花
形
」（
浄
）
、「
仁
徳
天
皇
三
韓
退
治
」（
歌
）
、「
白
髪
金
時
出
世
後
妻
」（
歌
）
、「
源
氏
繁
昌
し
の
だ
妻
」

（
歌
）
、「
か
ら
ゑ
び
す
」（
歌
）
、「
新
板
本
間
狂
言
」（
歌
）
、「
け
い
せ
い
石
山
寺
」（
歌
）
、「
乱
菊
し
の
だ
妻
」

（
歌
）
、「
稲
荷
長
者
九
小
蔵
」
（
歌
） 

 
 

「
殺
生
石
」 

 
 
 
 

「
新
撰
殺
生
石
」
（
歌
）
、「
狐
川
今
殺
生
石
」
（
歌
） 

 
 

「
し
の
だ
づ
ま
」 

 

「
方
便
信
田
妻
」
（
歌
）
、「
し
の
だ
づ
ま
」
（
歌
）
、「
し
の
だ
づ
ま
後
日
」
（
歌
）
、「
傾
城
八
花
形
」
（
浄
）
、
「
源

氏
繁
昌
し
の
だ
妻
」（
歌
）
、「
け
い
せ
い
し
の
だ
妻
」（
歌
）
、「
乱
菊
し
の
だ
妻
」（
歌
）
、「
竹
冠
万
石
餅
」（
歌
）
、

「
（
宝
永
七
年
十
月
、
江
戸
森
田
座
、
外
題
不
詳
）
」
（
歌
） 

  

概
観
す
る
と
、
狂
言
「
釣
狐
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
作
品
が
、
最
も
多
か
っ
た
。

 

（
15
）

「
釣
狐
」
は
作
品
の
筋
に
大
き
な
変
更
を
加
え
る
こ

と
な
く
、
劇
中
に
容
易
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
歌
舞
伎
の
場
合
に
は
「
つ
り
き
つ
ね
」
（
別
称
「
こ
ん
く
は
い
」
）
の
所

作
を
得
意
と
す
る
大
和
屋
甚
兵
衛
等
の
役
者
が
お
り
、
格
好
な
芸
の
見
せ
場
で
も
あ
っ
た
。
浄
瑠
璃
に
お
い
て
も
、
人
物
の
設
定
に
変
化

を
加
え
、
一
場
面
に
「
釣
狐
」
を
入
れ
て
い
る
作
品
が
あ
る
。
狐
と
い
え
ば
、
釣
狐
が
た
だ
ち
に
連
想
さ
れ
る
土
壌
も
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
他
の
「
殺
生
石
」
や
「
し
の
だ
づ
ま
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
作
品
全
体
を
覆
う
テ
ー
マ
に
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
傾
城
八
花
形
」
の
よ
う
に
筋
に
関
係
な
く
、
最
後
に
「
風
流
信
太
妻
」
を
人
間
と
人
形
で
見
せ
る
演
出
も
見
ら
れ
る
が
、「
釣
狐
」
の
方

が
、
芝
居
に
取
り
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
風
流
信
太
妻
」
に
は
挿
絵
に
「
つ
り
き
つ
ね
」
と
あ
り
、
浄
瑠
璃
本
文
に
も
「
誰
が

狩
り
す
な
る
狐
わ
な
」
と
あ
る
。
「
し
の
だ
づ
ま
」
の
中
に
も
「
釣
狐
」
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。 

 

元
禄
期
に
お
い
て
は
、
人
間
に
対
し
て
ひ
ど
い
悪
事
を
働
く
狐
は
少
な
い
。
筋
が
把
握
で
き
な
い
作
品
も
あ
る
も
の
の
、
悪
狐
は
「
殺

生
石
」
の
狐
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。「
狐
川
今
殺
生
石
」
は
、
か
つ
て
妖
狐
の
玉
藻
の
前
を
成
敗
し
た
三
浦
之
介
の
子
孫
に
、
狐
が
祟
る
設
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定
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
に
対
す
る
報
復
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
玉
藻
の
前
は
、
唐
や
天
竺
で
人
を
惑
わ
せ
て
き
た
妖
狐
で
あ
っ
た
。
妖

狐
は
日
本
に
長
く
住
む
狐
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
来
た
狐
で
あ
っ
た
。
日
本
の
狐
に
も
悪
狐
は
い
る
が
、
ご
く
少
数
で
あ
る
。 

 

二
、
役
者
評
判
記
に
見
ら
れ
る
狐 

  

狐
を
演
じ
る
役
者
に
つ
い
て
、
役
者
評
判
記
に
は
ど
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

元
禄
五
年
二
月
刊
「
役
者
大
鑑
」
の
立
役
、
安
達
三
郎
左
衛
門
評
に
「
か
る
き
ば
か
り
に
て
甚
び
や
う
へ
が
こ
ん
く
は
い
と
見
く
ら
ぶ

れ
ば 

お
も
ひ
い
れ
が
う
す
く 
さ
る
の
げ
い
す
る
を 

み
る
こ
ゝ
ち
」
と
あ
る
。
大
和
屋
甚
兵
衛
の
狐
会
（
吼
噦
）
と
比
べ
る
と
、
猿

が
芸
を
し
て
い
る
の
を
見
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
厳
し
い
評
で
あ
る
。 

 

元
禄
六
年
三
月
刊
「
野
郎
関
相
撲
」
に
は
、
大
和
屋
甚
兵
衛
評
に
「
こ
ん
く
わ
い
の
い
き
ご
み 

此
人
に
上
越

う
へ
こ
す

も
の
な
し
」
と
あ
る
。

大
和
屋
甚
兵
衛
は
、
当
時
に
お
け
る
「
こ
ん
く
わ
い
」
つ
ま
り
「
釣
狐
」
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。

 

（
16
）

大
和
屋
甚
兵
衛
に
関
し
て
は
、
元
禄

十
二
年
六
月
刊
「
口
三
味
線
返
答
役
者
舌
鼓
」
京
之
巻
に
「
此
人
京
へ
初
て
の
ぼ
ら
れ
し
時
の
手
が
ら
．
先
顔
見
せ
の
大
福
丸
こ
ん
く
わ

い
六
方
．
」
と
あ
り
、
京
へ
初
上
り
し
た
元
禄
二
年
「
大
福
丸
」
上
演
当
時
か
ら
、
「
こ
ん
く
わ
い
六
方
」
を
演
じ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
元
禄
十
六
年
三
月
刊
「
役
者
御
前
歌
舞
伎
」
京
之
巻
に
は
、
同
年
正
月
に
京
都
早
雲
座
上
演
の
「
都
の
恵
方
」
に
つ
い
て

「
狐
の
身
ふ
り
大
出
来
」
と
評
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長
い
期
間
に
わ
た
り
甚
兵
衛
の
狐
役
の
評
判
は
良
か
っ
た
。 

 

大
和
屋
甚
兵
衛
は
、
道
外
め
い
た
風
の
演
技
を
好
む
役
者
で
あ
り
、
所
作
事
の
名
人
で
も
あ
っ
た
。

 

（
17
）

狐
の
演
技
が
甚
兵
衛
の
特
性
を
生

か
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
他
の
役
者
の
評
文
か
ら
も
わ
か
る
。
な
お
、
役
者
評
判
記
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』

第
一
期
（
岩
波
書
店
）
を
使
用
し
、
文
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
為
に
、
空
白
を
い
れ
た
所
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が
あ
る
。 

 
 

三
笠
城
右
衛
門
「
初
狂
言
に
ぜ
ん
か
く
坊
と
な
り
．
狐
に
だ
ま
さ
れ
し
所 

お
か
し
う
し
て
．」
（
元
禄
十
六
年
三
月
刊
「
役
者
御
前

歌
舞
妓
」
京
之
巻 

敵
役
之
部 

外
題
「
大
和
国
藤
川
村
年
徳
神
」
） 

 
 

金
子
吉
左
衛
門
「
初
狂
言
命
婦

み
や
う
ぶ

の
う
ば
と
成
．
侍
共
を
取
て
な
げ
．
狐
の
正
体

し
や
う
た
い

あ
ら
は
さ
る
ゝ
所
．
お
か
し
う
し
て
よ
し
」（
「
役
者

御
前
歌
舞
妓
」
京
之
巻 

道
外
之
部 

外
題
「
大
和
国
藤
川
村
年
徳
神
」
） 

 

「
釣
狐
」
の
も
と
は
狂
言
で
あ
り
、
本
来
お
か
し
み
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
が
「
釣
狐
」
以
外
の
演
目
に
お
い
て
も
、
狐
は
笑
い
を

誘
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
説
経
浄
瑠
璃
「
し
の
だ
づ
ま
」
は
、
狐
の
人
間
と
の
哀
切
な
別
れ
が
印
象
的
な
作
品
で
あ
る
が
、
歌
舞
伎

で
は
そ
れ
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。 

 
 

よ
し
澤
あ
や
め
「
其
後
お
つ
と
に
い
と
ま
を
と
ら
ん
た
め 

狐
と
偽
り

い
つ
は

 

し
の
だ
妻つ

ま

の
道
行
本
て
狐
の
思
い
入 

上
る
り
お
ほ
へ
ず

本
を
見
て
か
た
る
」
（
宝
永
五
年
正
月
・
二
月
刊
「
役
者
将
棊
大
全
綱
目
」
大
坂
之
巻 

若
女
方
之
部 

外
題
不
詳
） 

 
 

竹
嶋
幸
十
郎
「
竹
冠
万
石
餅
に
．
く
わ
い
ら
い
し
万
六
と
成
．
女
房
民
の
介
殿 

し
の
だ
妻づ

ま

の
上
る
り
に
合
せ
．
人
形
つ
か
は
る
ゝ

時
．
み
じ
か
あ
た
ま
に 

う
し
ろ
ひ
ぼ
七
つ
子
の
姿
で
出
．
上
る
り
に
合
せ 

あ
べ
の
ど
う
じ
に
成
．
あ
し
ず
り
せ
ら
る
ゝ
お

か
し
さ 

ど
ふ
も
〳
〵
．」
（
宝
永
七
年
三
月
「
役
者
謀
火
燵
」
京
之
巻 

立
役
之
部 

外
題
「
竹
冠
万
石
餅
」
） 

夫
か
ら
暇
を
も
ら
う
為
に
自
分
を
狐
だ
と
偽
り
、
浄
瑠
璃
を
覚
え
ず
に
浄
瑠
璃
本
を
見
な
が
ら
「
し
の
だ
づ
ま
」
道
行
を
語
る
妻
。「
竹
冠

万
石
餅
」
で
は
、
女
房
が
「
し
の
だ
づ
ま
」
の
浄
瑠
璃
に
合
わ
せ
て
人
形
を
操
り
、
夫
が
子
供
の
姿
で
、
安
倍
の
童
子
に
扮
し
て
足
摺
り

を
す
る
。「
野
郎
関
相
撲
」
甚
兵
衛
評
に
「
こ
ん
く
わ
い
」
を
褒
め
た
あ
と
「
歌
舞
伎
に
て
は
只
面
白

お
も
し
ろ

く
三さ

味み

線せ
ん

を
引
か
け
て 

く
る
ふ
事

第
一
に
し
て
よ
し
」
と
あ
る
が
、「
釣
狐
」
以
外
の
演
目
に
お
い
て
も
、
歌
舞
伎
は
狐
に
面
白
味
を
も
た
せ
て
観
客
に
見
せ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。 
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次
に
、
所
作
に
つ
い
て
見
て
み
る
。 

 
 

中
村
七
三
郎
「
き
つ
ね
の
所
作

し

ょ

さ

．
い
な
り
塚つ

か

の
狂
言
に
尾お

を
み
せ
ず
．
い
し
や
う
よ
く
き
な
し
．
何
に
ふ
そ
く
な
く
．
」
（
元
禄
十
三

年
刊
「
役
者
万
年
暦
」
江
戸
之
巻 

立
役 

外
題
「
稲
荷
塚
」
） 

 
 

き
り
波
千
寿
「
初
狂
言
に
大
和
の
国
．
藤
川
村
年
徳
神

と
し
と
く
じ
ん

に
．
小
姫
狐
と
な
り
．
松
の
下
に
雨
や
ど
り
し
て
．
太
郎
君
と
の
ぬ
れ
ご
と

思
ひ
入
あ
り
て
よ
し
．
後
か
り
出
さ
れ
て
き
つ
ね
の
所
作
．
大
当
に
し
て
見
物
大
き
に
悦
ぶ
所
．
」
（
「
役
者
御
前
歌
舞
妓
」
京

之
巻 
若
女
方
之
部 

外
題
「
大
和
国
藤
川
村
年
徳
神
」
） 

 
 

小
嶋
平
七
「
春
狂
言
源
氏
し
の
だ
つ
ま
に
．（
中
略
）
き
つ
ね
入
か
は
り 

お
さ
ゝ
に
成
て
．
子
を
い
だ
き
宿
に
か
へ
り
．
お
つ
と
保

正 

留る

す
の
う
ち
．
庭に

は

鳥
の
こ
ゑ
を
き
ゝ
て 

き
つ
ね
の
所
作
．
兵
五
郎
殿
お
相
手
に
て
．
こ
ん
く
は
い
の
格か

く

大
当
た
り
．」 

 
 
 
 

（
宝
永
二
年
四
月
刊
「
役
者
三
世
相
」
江
戸
之
巻 

若
女
方
之
部 

外
題
「
源
氏
繁
昌
し
の
だ
妻
」
） 

 
 

西
国
兵
五
郎
「
春
狂
言
保ほ

う

正
が
下
人
八
蔵
と
成
．
小
嶋
平
七
や
つ
し
こ
ん
く
は
い
の
相
手
に
成
．
夢
の
中
の
所
作
事
．」（
「
役
者
三
世

相
」
江
戸
之
巻 

道
外
方
之
部 
外
題
「
源
氏
繁
昌
し
の
だ
妻
」
） 

 
 

大
和
山
甚
左
衛
門
「
初
狂
言
か
ら
ゑ
び
す
と
い
ふ
に
は
．
藤
九
郎
ぎ
つ
ね
と
成
．
京
で
中
村
七
三
郎
せ
ら
れ
し 

い
な
り
づ
か
の
所

作
事
．」
（
「
役
者
三
世
相
」
大
坂
之
巻 

立
役 
外
題
「
か
ら
ゑ
び
す
」
） 

 
 

竹
嶋
幸
十
郎
「
も
と
め
塚づ

か

に
．
な
で
つ
け
の
日
本
し
ゆ
行
者
．
女
か
み
ゆ
い
千
彌
殿
に
あ
た
ま
そ
ら
れ
．
い
と
び
ん
．
狐
の

き
つ
ね

女
若
衆

に
な
ぶ
ら
れ
て
の
所
作
面
白
し
．
」（
宝
永
四
年
三
月
刊
「
役
者
友
吟
味
」
京
之
巻 

立
役
之
部 

外
題
「
け
い
せ
い
元
女
塚
」
） 

 
 

秋
田
彦
六
「
彦
六
殿
は
き
つ
ね
の
所
作 

あ
ぢ
や
ら
る
ゝ
．
」（
「
役
者
謀
火
燵
」
江
戸
之
巻 

道
外
方
之
部 

外
題
「
泰
平
御
国
歌
舞

妓
」
） 

 
 

津
川
半
太
夫
「
宝
の
つ
ゞ
み
を
見
．
き
つ
ね
の
正
体た

い

あ
ら
は
し
て
の
所
作
．」（
「
役
者
謀
火
燵
」
大
坂
之
巻 

若
女
形
之
部 

外
題
「
稲
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荷
長
者
九
小
蔵
」
） 

狐
と
所
作
の
用
例
は
、
こ
の
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
狐
を
演
じ
る
に
あ
た
り
、
所
作
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
直
接
「
所

作
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
は
く
ざ
う
す
と
成
．
狐
の

き
つ
ね

身
ぶ
り
し
て
．
さ
ま
〳
〵
く
る
は
れ
し
有
様
．
さ
り

と
は
よ
く
」
（
元
禄
十
三
年
三
月
刊
「
役
者
談
合
衝
」
江
戸
之
巻 

立
役 

中
村
七
三
郎
評 

外
題
「
稲
荷
塚
」
）
と
い
う
評
文
が
あ
る
。

所
作
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。
右
の
例
に
あ
げ
た
中
で
は
、
人
間
に
化
け
て
い
る
狐
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
所
作
を
演

じ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
拙
稿
で
は
「
釣
狐
」「
こ
ん
く
は
い
」「
い
な
り
塚
」「
き
つ
ね
つ
り
」
等
を
同
じ
意
味
と
捉
え
て
併
用
し
て
い

る
が
、
資
料
の
中
で
は
「
こ
ん
く
は
い
」
の
用
例
の
方
が
多
い
。
ま
た
、
顔
の
表
裏
に
人
間
と
白
蔵
主
の
面
を
付
け
て
踊
る
、
い
わ
ゆ
る

「
う
し
ろ
面
」
の
所
作
は
、
ま
だ
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

 

（
18
）

 

 

他
に
軽
業
を
と
も
な
う
用
例
も
あ
る
。 

 
 

大
和
屋
甚
兵
衛
「
こ
ん
く
は
い
の
軽か

る

わ
さ
は
元
祖
稲
荷

く
は
ん
そ
い
な
り

大
明
神
」
（
元
禄
十
二
年
正
月
刊
「
菊
の
藩
架
」
） 

 
 

竹
中
喜
世
之
介
「
顔
見
せ
の
折
か
ら
．
今
様
女
こ
ん
く
は
い
と
い
ふ
狂
言
に
．
此
人
の
こ
ん
く
は
い 

か
る
わ
ざ
．
江
戸
中
舌し

た

を
ま

き
ぬ
．
か
る
い
こ
と
は
．
大
坂
で
も
人
の
ほ
め
た
る
よ
し
な
れ
ば
．
さ
も
有
べ
し
．」
（
元
禄
十
四
年
三
月
「
役
者
万
石
船
」
江

戸
之
巻 

若
女
方
之
部 

外
題
「
今
様
女
狐
会
」
） 

 

 
 

榊
山
小
四
郎
「
去
戌
の
二
月
よ
り
早
雲
座
も
と
め
塚
の
狂
言
よ
り
京
初
ぶ
た
い
．
若
殿
藤
太
郎
と
成
．
け
い
せ
い
大
は
し
が
一
念
取

付
．
屛
風

び
や
う
ぶ

の
上
あ
る
き
て
の
か
る
わ
ざ
お
家
の
物
．
」
（
「
役
者
友
吟
味
」
京
之
巻 

立
役
之
部 

外
題
「
け
い
せ
い
元
女
塚
」
） 

大
和
屋
甚
兵
衛
は
、「
こ
ん
く
は
い
の
軽
わ
さ
」
に
お
い
て
も
元
祖
で
あ
っ
た
。
ま
た
京
都
で
の
初
舞
台
を
踏
ん
だ
榊
山
小
四
郎
も
、
屛
風

の
上
を
歩
く
お
家
芸
と
し
て
の
軽
業
を
披
露
し
て
い
る
。「
け
い
せ
い
元
女
塚
」
に
登
場
す
る
け
い
せ
い
大
は
し
は
、
恐
ら
く
狐
で
「
役
者

友
吟
味
」
京
之
巻 

若
女
形
之
部 

山
下
亀
之
丞
評
に
は
「
去
戌
二
の
替
も
と
め
塚
に
は
．
大
は
し
と
云
け
い
せ
い
姿
の
う
つ
く
し
さ
．
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こ
ろ
さ
れ
さ
ん
す
思
ひ
入
．
中
に
は
女
狐 

ぬ
り
が
さ
き
て
の
し
よ
さ
事
」
と
あ
る
。
榊
山
小
四
郎
は
後
年
、
正
徳
四
年
二
月
刊
「
役
者

色
景
図
」
京
之
巻 

立
役
之
部
で
顔
見
世
に
演
じ
た
「
こ
ん
く
は
い
」
に
つ
い
て
、「
狐
の
面
が
う
つ
む
き
過
た
」「
杖
の
つ
き
や
う
が 

が

て
ん
が
ゆ
か
ぬ
」
と
言
わ
れ
つ
つ
も
、
別
の
評
者
か
ら
は
「
此
度
顔
み
せ
の
こ
ん
く
は
い 

あ
つ
は
れ
見
事 

大
和
屋
古
甚
兵
衛
殿
に
つ

い
て
狐
は
此
人
で
ご
ざ
る
」
と
い
う
賛
辞
を
も
ら
っ
て
い
る
。 

 

他
に
軽
業
と
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
軽
業
に
近
い
演
技
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
を
あ
げ
て
み
る
。 

 
 

三
笠
城
右
衛
門
「
其
後
栗
鼠

り

す

の
て
い
を
ま
ね
敵
の
屋
形
に
入
込
．
又
四
郎
が
こ
ん
く
わ
い
の
て
い
を
ま
な
び
．
と
ん
づ
は
ね
つ
め
さ

る
所
ど
ひ
や
う
し
に
て
お
か
し
．
」
（
「
役
者
友
吟
味
」
大
坂
之
巻 

立
役
之
部 

外
題
「
新
板
本
間
狂
言
」
） 

「
新
板
本
間
狂
言
」
で
は
、
山
下
又
四
郎
が
「
こ
ん
く
わ
い
」
を
演
じ
て
い
る
。
三
笠
城
右
衛
門
は
、
そ
の
山
下
又
四
郎
か
ら
狐
会
の
演

じ
方
を
学
ん
だ
と
あ
る
が
、
栗
鼠
を
ま
ね
て
敵
の
屋
形
へ
入
り
込
む
所
は
、
す
で
に
軽
業
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
山
下
又
四
郎
は
同
じ

「
役
者
友
吟
味
」
に
お
い
て
「
こ
ん
く
わ
い
の
所
作
事 

古
甚
殿
は
て
果
ら
れ
て
よ
り 

此
人
な
ら
で
外
に
し
て
な
し
．」
と
褒
め
ら
れ
て

い
る
。
榊
山
小
四
郎
の
例
に
も
あ
る
ご
と
く
、
軽
業
が
で
き
た
り
身
の
動
き
が
俊
敏
で
な
け
れ
ば
狐
会
は
勤
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。 

 

軽
業
と
は
趣
が
異
な
る
が
、
き
つ
ね
つ
き
の
演
技
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

 
 

鈴
木
平
左
衛
門
「
い
な
り
の
お
か
げ
に
て
．
眼

ま
な
こ

あ
き
ら
か
に
な
つ
て
．
神
主
に
成
．
大
ぜ
ん
太
郎
が
所
へ
行
．
き
つ
ね
つ
き
の
身
ぶ

り
．
菓
子
を
く
わ
る
ゝ
口
も
と
．
物
い
は
る
ゝ
し
り
ご
ゑ
．
誠
の
き
つ
ね
つ
き
の
ご
と
く
．
さ
ら
に
狂
言
と
は
思
は
れ
ず
．
さ

り
と
は
よ
く
う
つ
り
大
で
き
〳
〵
．（
元
禄
十
三
年
三
月
刊
「
役
者
万
年
暦
」
江
戸
之
巻 

立
役 

外
題
「
万
年
暦
い
な
り
山
」
） 

右
の
評
な
ど
は
、
非
常
に
写
実
的
な
狐
つ
き
の
あ
り
さ
ま
が
舞
台
で
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
狐
が
話
す
言
葉
は
、
現
在
の
舞

台
に
お
い
て
も
語
尾
に
特
徴
が
あ
る
が
、
元
禄
期
に
お
い
て
も
言
葉
尻
は
特
殊
な
発
声
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
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歌
舞
伎
で
は
、
狐
に
面
白
味
を
持
た
せ
て
見
せ
る
傾
向
が
あ
る
と
先
に
述
べ
た
が
、
時
に
は
哀
れ
を
感
じ
さ
せ
る
場
合
も
あ
っ
た
。 

 
 

中
村
七
三
郎
「
い
と
ま
ご
ひ
の
狂
言
に
．
は
く
ざ
う
す
と
成
．
狐
の

き
つ
ね

身
ぶ
り
し
て
．
さ
ま
〳
〵
く
る
は
れ
し
有
様
．
さ
り
と
は
よ
く
．

其
後
京
右
衛
門
に
勘
当

か
ん
だ
う

を
う
け
．
江
戸
へ
行
ん
と
．
紙
子

か

み

こ

姿
で
嶋
原

し
ま
ば
ら

へ
来
り
．
柏
木

か
し
は
ぎ

に
い
と
ま
ご
ひ
の
う
れ
い
．
さ
も
あ
は
れ

也
．」
（
「
役
者
談
合
衝
」
江
戸
之
巻 

立
役 

外
題
「
稲
荷
塚
」
） 

暇
乞
い
狂
言
な
れ
ば
こ
そ
の
哀
れ
で
あ
ろ
う
。「
役
者
万
年
暦
」
江
戸
之
巻
の
中
村
七
三
郎
評
に
は
「
は
く
ぞ
う
す
の
思
ひ
入
．
常つ

ね

の
狂
言

と
ち
が
い
．
見
物
の
女
中
な
ご
り
じ
や
と
思
ふ
て
．
魂
を

た
ま
し
い

こ
め
て
見
た
」
と
あ
る
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
役
者
が
狐
を
演
じ
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
と
魅
力
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
大
和
屋
甚
兵
衛
は
、

狐
の
演
じ
手
と
し
て
格
別
の
評
価
を
得
て
い
た
。
甚
兵
衛
の
持
つ
芸
の
資
質
が
、
狐
の
演
技
と
相
性
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
甚
兵

衛
に
よ
っ
て
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
狐
、
そ
の
演
技
の
土
台
が
築
か
れ
た
と
も
言
え
る
。 

 

三
、
浄
瑠
璃
作
品
に
お
け
る
狐 

  

今
ま
で
に
確
認
の
で
き
た
範
囲
で
は
、
狐
の
登
場
す
る
浄
瑠
璃
作
品
は
、
歌
舞
伎
作
品
よ
り
も
数
が
少
な
い
。
元
禄
期
に
お
い
て
は
、

恐
ら
く
「
丹
州
千
年
狐
」
と
改
作
「
天
鼓
」
が
、
最
も
狐
の
活
躍
す
る
作
品
で
あ
ろ
う
。
他
の
作
品
と
は
異
な
り
全
編
に
お
い
て
狐
が
登

場
す
る
。
粗
雑
で
は
あ
る
が
、
狐
が
登
場
す
る
箇
所
を
中
心
に
出
来
事
を
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

千
年
劫
経
る
狐
の
皮
を
貼
っ
た
鼓
が
天
竺
よ
り
渡
り
、
天
鼓
と
名
付
け
ら
れ
る
。
天
鼓
は
楽
人
、
故
三
位
富
士
丸
の
娘
お
も
だ
か
が
、

所
持
し
て
い
る
。
悪
人
達
が
お
も
だ
か
と
天
鼓
を
狙
い
、
そ
の
攻
防
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
騒
動
が
起
き
る
。
丹
波
能
勢
の
稲
荷
に
仕
え
る
白

狐
、
宇
賀
の
神
が
登
場
す
る
。
天
鼓
は
宇
賀
の
神
の
妻
狐
の
皮
を
張
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宇
賀
の
神
は
、
若
鼠
の
油
揚
げ
に
気
を
と
ら
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れ
罠
に
か
か
る
が
、
天
鼓
を
奪
お
う
と
企
む
者
が
い
る
こ
と
を
お
も
だ
か
達
に
告
げ
、
飛
び
去
っ
て
ゆ
く
。
伊
賀
上
野
の
弥
介
狐
が
、
人

間
に
化
け
て
天
鼓
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
お
も
だ
か
や
天
鼓
を
狙
う
悪
人
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
親
王
は
天
鼓
を
打
つ
が
鳴
ら
な
い
。

弥
介
狐
の
父
狐
弥
左
衛
門
が
、
お
も
だ
か
の
霊
に
姿
を
変
じ
て
鼓
を
鳴
ら
す
。
そ
し
て
、
弥
介
狐
を
殺
害
し
た
悪
人
を
成
敗
す
る
。
親
王

は
、
お
も
だ
か
一
家
に
本
領
本
官
を
与
え
、
弥
左
衛
門
狐
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
諸
国
の
狐
が
集
ま
る
。
お
も
だ
か
一
家
は
、
狐
た
ち
に

守
ら
れ
て
都
へ
向
か
う
。 

 

「
丹
州
千
年
狐
」
と
改
作
「
天
鼓
」
が
謡
曲
「
天
鼓
」
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
題
名
か
ら
考
え
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
の
他
、
狂
言
「
釣
狐
」
や
謡
曲
「
采
女
」
も
関
係
す
る
と
い
う
指
摘
が
秋
本
鈴
史
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

 

（
19
）

ま
た
秋
本
氏
も
述
べ

て
お
ら
れ
る
通
り
、「
丹
州
千
年
狐
」
及
び
「
天
鼓
」
は
、
歌
舞
伎
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
た
作
品
で
あ
り
、

 

（
20
）

正
木
ゆ
み
氏
の
ご
論
考

 
 

 

（
21
）

か
ら
も
、
大
和
屋
甚
兵
衛
や
中
村
七
三
郎
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
作
品
の
成
立
に
関
し
て
は
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。 

 

た
だ
し
浄
瑠
璃
作
品
の
内
容
を
か
ん
が
み
る
と
、
息
子
の
弥
介
狐
を
思
う
弥
左
衛
門
狐
の
悲
嘆
な
ど
、
狐
と
人
間
と
の
感
情
に
は
隔
た

り
が
な
い
。
浄
瑠
璃
の
方
が
、
狐
の
思
い
や
感
情
が
、
よ
り
細
や
か
に
表
現
さ
れ
、
ひ
た
む
き
に
生
き
る
狐
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

「
丹
州
千
年
狐
」
「
天
鼓
」
以
外
の
浄
瑠
璃
作
品
に
お
い
て
、
狐
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
、
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
。 

「
東
山
殿
追
善
能
」 

 
 

白
狐
は
神
通
力
を
使
い
息
女
を
助
け
、
そ
の
た
め
に
犬
に
殺
さ
れ
る
。
後
に
、
稲
荷
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
。 

「
金
山
左
衛
門
岩
屋
城
」 

敵
方
の
一
人
が
、
供
と
し
て
狐
（
飯い

づ

綱な

）
を
使
う
が
成
敗
さ
れ
る
。 

「
金
平
稲
荷
参
り
」 

 
 

稲
荷
の
神
前
よ
り
白
狐
が
多
数
飛
び
出
し
、
御
神
が
現
れ
て
帝
を
救
う
。
別
の
場
面
で
、
多
く
の
狐
が
出
て

来
て
危
険
を
知
ら
せ
る
。 
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「
傾
城
八
花
形
」 

 
 

 

最
終
場
面
に
「
風
流
信
太
妻
」
あ
り
。 

「
傾
城
勝
尾
寺
開
帳
」 

 
 

老
狐
が
仲
間
の
狐
と
協
力
し
て
、
姫
を
奪
い
返
す
。 

「
融
通
大
念
仏
」 

 
 

 

大
和
の
源
九
郎
狐
は
、
姫
の
子
と
す
り
替
え
ら
れ
た
自
分
の
子
を
取
り
返
し
、
姫
と
姫
の
子
を
助
け
る
。 

「
愛
染
明
王
影
向
松
」 

 

稲
荷
の
古
狐
は
仲
間
の
狐
と
共
に
、
姫
を
敵
方
か
ら
取
り
返
す
。 

「
石
山
寺
開
帳
」 

 
 

 

石
山
寺
の
白
狐
は
観
世
音
の
仏
勅
に
よ
り
、
紫
式
部
の
難
儀
を
救
う
。 

 

歌
舞
伎
で
は
滑
稽
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
狐
で
あ
る
が
、
浄
瑠
璃
作
品
に
お
い
て
は
、「
釣
狐
」
を
除
く
と
滑
稽
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
少
な
い
。
そ
し
て
、
人
間
の
た
め
に
尽
く
す
善
狐
が
多
い
。「
金
山
左
衛
門
岩
屋
城
」
で
は
、
敵
方
の
人
間
が
狐
（
飯
綱
）
を
使
う
。
飯

綱
は
管
狐
あ
る
い
は
ヤ
マ
ネ
と
も
考
え
ら
れ
、想
像
上
の
小
さ
な
狐
と
も
い
わ
れ
る
。厳
密
に
い
え
ば
狐
と
は
異
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

作
中
で
も
飯
綱
の
通
力
に
よ
っ
て
、
悪
人
が
岩
に
飛
び
上
が
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
飯
綱
が
直
接
に
人
に
危
害
を
与
え
て
は
い
な
い
。「
丹

州
千
年
狐
」
及
び
改
作
「
天
鼓
」
に
出
て
く
る
狐
は
、
人
間
と
何
ら
変
わ
り
の
な
い
感
情
を
持
つ
動
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

浄
瑠
璃
「
し
の
だ
づ
ま
」
に
描
か
れ
た
狐
と
も
共
通
し
て
い
る
。 

 

歌
舞
伎
で
は
役
者
の
芸
を
通
し
て
、
滑
稽
な
狐
の
芸
や
所
作
、
軽
業
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
浄
瑠
璃
に
お
け
る
狐
の
舞
台
で

の
見
せ
場
は
、
狐
の
持
つ
感
情
の
豊
か
さ
で
あ
ろ
う
か
。
浄
瑠
璃
に
お
い
て
も
早
替
わ
り
や
カ
ラ
ク
リ
は
見
せ
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
、
考
え
て
行
き
た
い
。

 
（
22
）

 

 

四
、
近
世
演
劇
に
お
け
る
狐 

  

元
禄
初
年
頃
に
京
都
宇
治
座
で
上
演
さ
れ
た
浄
瑠
璃
「
東
山
殿
追
善
能
」
第
四
に
は
、
駿
河
国
、
清
見
寺
の
住
持
の
言
葉
と
し
て
次
の
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よ
う
な
文
章
が
あ
る
。「
ち
く
る
い
さ
ま
〴
〵
有
と
い
へ
ど
も
。
狐
は
神
ン

に
つ
う
だ
つ
し
あ
た
を
な
せ
ば
あ
た
に
て
ほ
う
じ
。
お
ん
を
な

せ
ば
お
ん
に
て
ほ
う
す
。
」
。
人
間
が
狐
に
対
し
て
悪
い
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
狐
は
人
間
に
害
を
与
え
ず
、
人
間
が
狐
に
良
い
こ
と
を
す

れ
ば
、
狐
は
恩
を
返
し
て
く
れ
る
。
た
い
て
い
の
狐
は
人
間
に
対
し
て
最
初
か
ら
悪
心
を
抱
い
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
住
持
の
言
葉

を
裏
付
け
る
よ
う
に
「
東
山
追
善
能
」
に
登
場
す
る
白
狐
は
、
関
白
の
息
女
で
あ
る
「
な
を
し
の
前
」
に
対
し
て
当
初
よ
り
好
意
的
で
、

通
力
を
用
い
て
姫
「
な
を
し
の
前
」
の
恋
を
か
な
え
よ
う
と
奔
走
し
、
犬
に
食
い
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
の
ち
住
持
の
計
ら
い
で
、
稲

荷
明
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

近
世
演
劇
に
お
い
て
、
狐
の
果
た
す
役
割
は
、
狐
の
神
通
力
、
神
秘
性
を
生
か
し
て
見
せ
場
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
稲
荷
と
関
わ
る
狐

も
多
い
が
、
稲
荷
と
関
わ
り
な
く
活
躍
す
る
狐
も
い
た
。
稲
荷
と
関
わ
る
狐
は
、
神
の
使
い
で
あ
り
、
神
聖
な
性
格
も
持
つ
。
ま
た
、
特

に
稲
荷
に
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
な
い
作
品
に
お
い
て
も
、
一
種
の
動
物
信
仰
が
あ
り
、
狐
が
神
通
力
を
持
つ
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
狐
自
体
は
本
来
は
動
物
、
畜
生
と
い
う
こ
と
で
卑
近
な
側
面
も
持
つ
。
狂
言
「
釣
狐
」
に
由
来
し
て
、
鼠
の

油
揚
げ
に
心
を
奪
わ
れ
正
体
を
現
わ
す
狐
が
い
る
。
ま
た
、
歌
舞
伎
「
本
朝
廿
四
孝
」
に
登
場
す
る
伊
勢
二
見
が
浦
「
し
ゆ
は
い
ぎ
つ
ね
」

は
、
最
初
「
し
ら
い
し
の
ま
へ
」
に
懸
想
を
す
る
が
、
後
に
恋
慕
の
情
を
断
ち
切
り
、
守
り
の
神
と
な
っ
て
「
し
ら
い
し
の
ま
へ
」
の
危

機
を
救
う
。
人
間
を
超
え
た
力
を
持
つ
狐
は
、
人
間
と
は
異
質
の
存
在
で
あ
り
、
住
む
世
界
を
隔
て
る
。
ま
た
一
方
で
、
人
間
に
化
け
た

り
取
り
憑
い
た
り
す
る
狐
は
、
人
間
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
元
禄
期
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
善
狐
が
主
流
と
い
え
る
が
、
善
狐

と
悪
狐
、
両
方
の
狐
が
存
在
す
る
の
は
狐
の
多
様
性
を
示
す
事
象
と
い
え
よ
う
。
悪
狐
は
「
殺
生
石
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
日
本
の
外

に
由
来
を
持
つ
狐
が
多
い
。 

 

聖
と
俗
を
併
せ
持
つ
「
狐
」
を
舞
台
に
上
げ
て
見
せ
る
演
技
は
演
劇
と
し
て
の
見
せ
場
で
あ
り
、
観
客
は
そ
れ
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。 

 



近世演劇における狐（森谷） 
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〔
注
〕 

（
1
）『
古
浄
瑠
璃
正
本
集 

加
賀
掾
編
』
第
四
巻
、
山
田
和
人
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
藤
井
乙
男
氏
は
上
演
年
を
元
禄
二
年
（
『
浄
瑠
璃

稀
本
集
』
）
、
信
多
純
一
氏
は
元
禄
初
年
（
「
宇
治
加
賀
掾
年
譜
」
古
典
文
庫
『
加
賀
掾
段
物
集
』
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

（
2
）
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
九
巻
の
解
題
に
よ
る
。 

（
3
）
江
戸
和
泉
太
夫
正
本
。 

（
4
）「
役
者
大
鑑
」
安
達
三
郎
左
衛
門
評
１
３
３
１
（
数
字
は
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
一
期
の
第
１
巻
３
３
１
頁
を
示
す
。
以
下
、

同
様
に
巻
号
と
頁
を
合
わ
せ
て
四
桁
の
数
字
で
示
す
）
、「
役
者
大
鑑
合
彩
」
安
達
三
郎
左
衛
門
評
１
４
１
１
に
よ
る
。 

（
5
）
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
一
巻
２
１
９
頁
、
岩
井
座
の
項
に
「
狐
の
勝
五
郎
、
作
右
衛
門
（
小
倉
文
右
衛
門
）」
と
あ
る
。 

（
6
）「
役
者
万
石
船
」
大
坂
巻
、
竹
嶋
幸
左
衛
門
評
３
１
７
１
に
「
当
春
の
狂
言
に
．
我
身
を
狐
と
見
せ
か
け
．
油
あ
げ
に
乱
る
ゝ
目

色
．」
と
あ
り
。 

（
7
）
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

浄
瑠
璃
集
』
土
田
衞
氏
の
解
説
に
よ
る
。 

（
8
）
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集 

加
賀
掾
編
』
第
四
巻
、
山
田
和
人
氏
の
解
題
に
よ
る
。 

（
9
）
信
多
純
一
氏
「
宇
治
加
賀
掾
年
譜
」
、
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集 

加
賀
掾
編
』
第
四
巻
、
林
久
美
子
氏
の
解
題
に
よ
る
。 

（
10
）「
役
者
色
将
棊
大
全
綱
目
」
大
坂
巻
、
よ
し
澤
あ
や
め
評
４
３
２
８
に
よ
る
。
狐
と
偽
る
。 

（
11
）「
役
者
謀
火
燵
」
江
戸
之
巻
、
道
外
方
、
秋
田
彦
六
評
４
４
４
３
に
「
彦
六
殿
は
き
つ
ね
の
所
作
あ
ぢ
や
ら
る
る
」
と
あ
る
こ
と

に
よ
る
。 

（
12
）
土
田
衞
氏
「
『
歌
舞
伎
年
表
』
補
訂
考
証 

宝
永
編
其
二
（
宝
永
四
年
～
七
年
）」（
「
演
劇
研
究
会
会
報
」
28
）
に
よ
る
。「
暇
乞

い
「
（
外
題
不
詳
）」
。
安
名
親
子
に
関
わ
る
役
（
滝
井
半
之
助
）」
と
あ
る
。 
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（
13
）「
『
曾
根
崎
心
中
』
の
歌
舞
伎
的
基
盤
」 

祐
田
善
雄
氏
『
浄
瑠
璃
史
論
考
』
中
央
公
論
社 

（
14
）
秋
本
鈴
史
氏
「
元
禄
期
の
浄
瑠
璃
―
『
丹
州
千
年
狐
』
を
中
心
に
―
」 

園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
編
『
近
松
研
究
の
今

日
』
和
泉
書
院
１
９
９
５
年
３
月 

（
15
）
秋
本
氏
前
掲
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。 

（
16
）
大
和
屋
甚
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
土
田
衞
氏
「
大
和
屋
甚
兵
衛
の
芸
風
」（
『
考
証
元
禄
歌
舞
伎
』
八
木
書
店 

平
成
八
年
六
月
）
よ

り
ご
教
示
を
頂
い
た
。 

（
17
）
土
田
衞
氏
前
掲
論
文
（
15
）。 

（
18
）『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
四
巻
「
つ
り
ぎ
つ
ね
も
の
」
の
項
（
郡
司
正
勝
氏
執
筆
）
に
よ
れ
ば
、「
う
し
ろ
面
」
は
享
保
期
（
１
７

１
６
―
１
７
３
５
）
ご
ろ
か
ら
見
ら
れ
る
。 

（
19
）
秋
本
氏
前
掲
論
文
（
14
）。
秋
本
氏
は
他
に
も
、
歌
舞
伎
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
20
）
祐
田
氏
前
掲
論
文
（
13
）。 

（
21
）「
宇
治
座
の
浄
瑠
璃
と
江
戸
歌
舞
伎
と
の
交
流
―
初
代
中
村
七
三
郎
と
の
関
連
を
中
心
に
―
」
（
「
近
世
文
藝
」
五
八
） 

（
22
）「
丹
州
千
年
狐
」
五
段
目
の
か
ら
く
り
に
つ
い
て
は
、
山
田
和
人
氏
「
か
ら
く
り
演
出
と
絵
画
資
料
」（
『
竹
田
か
ら
く
り
の
研
究
』

お
う
ふ
う
）
の
ご
論
考
が
あ
る
。 

付
記 

 

拙
稿
は
「
共
同
研
究
（
課
題
）
怪
力
乱
神
の
文
学
」
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
寺
島
恒
世
先
生
、
陳
捷
先
生
、

山
下
則
子
先
生
に
は
、
数
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
の
太
田
真
理
氏
、
宮
永
一
美
氏
、
本
多
康
子
氏
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
質
問
や
ご
教
示
を
頂
い
た
。
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 



The role of foxes in the early modern theater focusing on the 

Genroku period. 

MORIYA, YUMIKO 

The Fox is an animal that often appears in Kabuki and Jōruri plays. 

How fox appears in the early modern theater and what kind of roles did he 

played? 

In this article, we stepped back and looked at the big picture of works 

performed in the Genroku period (including the Hōei period) in which fox 

appeared. The works in which fox appeared were frequently performed 

during the Genroku period. We noted that Tsuri-gitsune (one of the works 

of Kyōgen) have been adopted in many works. Tsuri-Gitsune would had 

been easy to use perhaps because the work could be incorporated into a 

scene without affecting the story and since the audiences back then were 

familiar with the work. According to a review in the Yakusha-hyoban-ki 

(Reputation notes of Kabuki actors), foxes are commonly appearing in 

ridiculous scenes. They are also characterized by poses and movements 

almost danced as well as acrobatics. The bad foxes are few, except 

Sessho-seki which is not an ancient Japanese fox. A kabuki actor, 

Yamatoya Jinbee had a high reputation as actor playing a fox. Jinbee 

might had laid the groundwork of the fox's acting. 

On the other hand, in Jōruri works, there are many good foxes, but 

there are less ridiculous scenes. In Tanshu-sennen-gitsune and Tenko, the 

affections of the fox parent and child are depicted which no difference from 

human sentiments. 

Since fox had double sides as a secular animal and as a holy creature, 

the audiences must had enjoyed the various appearances of the fox in those 

days. 
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